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WB 1:2000-1:20000,IHC 1:50-1:200,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:20-1:50,IP 1:20-1:50

Calculated MW:124 kDa; Observed MW:190 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、血小板由来増殖因子ファミリーのメンバーに対する細胞表面チロシンキナーゼ受容体です。これらの増殖因子は、間葉系細胞のマイトジェンです。受容体モノマーに結合した増殖因子の種類によって、機能的受容体がホモ二量体（PDGFB または PDGFD）かヘテロ二量体（PDGFA および PDGFB）かが決まります。この遺伝子は心血管系の正常な発達に不可欠であり、アクチン細胞骨格の再編成を促進します。この遺伝子は、5番染色体上で顆粒球マクロファージコロニー刺激因子遺伝子とマクロファージコロニー刺激因子受容体遺伝子に挟まれており、これら3つの遺伝子すべてが5-q症候群に関与している可能性があります。5番染色体と12番染色体間の転座により、この遺伝子がETV6遺伝子と融合すると、好酸球増多を伴う慢性骨髄増殖性疾患が発生します。 [RefSeq提供、2017年8月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	PDGFR ベータウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、ラットの心臓、マウスの筋肉組織からの抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

